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Abstract: The present article aims to give the theoretical and practical foundation for the teacher

development curriculum which is subdivided into three. Historically, Teacher Training in the fifties and

sixties emphasized the acquisition of linguistic knowledge, language habits and skills, or linguistic

competence. Teacher Education in the seventies put stress on communicative pro丘ciency and interactive

skills, or communicative and interactive competence. Teacher Development in也e eighties to the present

has tried to harmonize them and integrate them into humanism in Japanese language education. Teacher

Development is essential for the actualization and success of Holistic Approach.
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1.本論の目的

教員養成から教師教育へ,そして教師教育から

1980年代に登場した「教師の成長(Teacher

Development)」という概念の変遷が見られる。この

用語は,実習生がメンターの手助けの下に自分の授

業を客観的に振り返って内省し,それを通して教師

としての実践能力を向上させるという意味で用いら

れることもあるが,本論では,ホ-リスティック・

アプローチ(Holistic Approach)で教える日本語教師

を育てることを目指し,単に目標言語の知識・技能

に熟達しただけではなく, 「ケアリングとシェアリン

グ」 (詳細は.縫部2005を参照)を基本とする生き

る力と他者と関わる力の育成という意味で用いる。

本論では,教師の成長カリキュラムの基本構想を

描き, 3種類のサブカリキュラムを提示する。その

中でも教師の成長カリキュラムの土台となる「人間

学カリキュラム」の具体的教育内容・方法を提案す

る。これは. 「人間性(humanism)」の滴養に直接

関わるカリキュラムである。

2.学習者が求める優れた日本語
教師のイメージ

1960年代までにおける一人の外国語教師としての

訓練が「教員養成(TeacherTraining)」であり,

1970年代における一人の教育者としての育成が付け

加えられたのが「教師教育(Teacher Education)」

である1980年代以来探求されてきているのが一人

の人間としての教師の発達(「教師の成長」)という

新しい概念である。本論では.一人の人間としての

成長・発達がH本語教師には欠かせないという発想

から,自己開示,他者との援助的関係,言語運用能

力の習得を総合的に身につけた「ホ-リスティック

教師(holistic teacher)」の発達を目指すものである。

第二言語教師は,基本的には言語の専門家

(instructor),言語教師の専門家(teacher),言語促

進者(facilitator)の3つのタイプに分けられるとすれ

ば.ホ-リスティック教師は言語促進者に当たる。

大雑把な言い方をすれば,教師主導で言語知識を教

え込む教師はinstructor.教師主導で指導技術や教

室経営を工夫する教師はteacher,学習者中心で学

習の援助者である教師はeducator (facilitator)であ

る。伝統的な教員養成(teacher training)はinstructor

を訓練し∴その次に登場した教師教育(teacher

education)はteacherを養成し,一番新しい教師の

成長(teacher development)はfacilitatorを育成し

ようとする。専門領域の広さを不等号で表せば,

instructor < teacher < facilitatorという不等号(包

括度)で成　り　立ち, facilitatorはinstructorと

-41-



teacherの専門性を備えるとともに.それを超えた

専門性をも発達させることになる。

筆者は, 2004年度-2005年度の日本学術振興会科

学研究費による共同研究(研究代表・中川良雄京都

外国語大学教授)において.海外におけるH本譜学

習者は「優れた」日本語教師をどのように捉えてい

るかについて,性格特性ではなくて教室内で何をし

ているかという行動・態度(behavior)の観点から調

査し,国際比較を行った(詳細は.縫部他(2006a).

縫部他(2006b)を参照) 0

まず,縫部他(2006a)によれば.ニュージーラン

ドにおける高校生・大学生は.優れた日本語教師に

対するイメージは, 「授業の実践能力」 「専門的知識

と教養」 「教室の雰囲気作り」 「学習者への配慮と教

職意識」 「指導経験と資格」 「日本語力と文化的知

識」の6要因から成り立っていることが分かったo

要するに,日本語ができるとか.日本文化のことを

よく知っていることは必要だが,必要十分条件では

なく.効果的な教え方が巧みであるとか,カウンセ

リング・マインドを備えているとか.学習集団作り

が上手であるという,言わば「教科(目標言語)の

専門家以上の存在」であることが明らかになった。

さらに,高校生と大学生の間では統計的に有意な差

がなく.同様な認識構造を持っていることが判明し

た。

次に,縫部他(2006b)によれば.ニュージーラン

ド.タイ,韓国.中国,ベトナム.台湾の6つの国

と地蟻. 18大学・ポリテクニックから得られたデー

タを基に,日本語学習者が考える「優れた」日本語

教師の行動特性に対するイメージを分析した結果,

どの対象国においても「優れた」日本語教師を同様

の枠組みで認識していること,さらにその構造は

「日本語教師の専門性」 「指導経験と資格」 「教師の

人間性」 「コース運営」 「授業の実践能力」の5因子

から成り立っていること.が明らかとなった。つま

り, 「優れた」日本語教師という評価には.日本語

教師としての専門性や資格・経験に加え,コーディ

ネーターとしてのコースを運営する能力も関わると

認識されているといえよう。そして.授業において

学習者と関わる力や面白く.楽しい教室雰囲気を作

ることができるパーソナリティーを備えているとい

うカウンセリング・マインドが, 「優れた」日本語

教師という評価に繋がっている。

まとめると,学習者が考える優れた日本語教師の

特徴は,日本語教師が単なる教科(目標言語)の

「専門家以上の存在」である。その「以上」の中味

とは.学習者への配慮.他者とかかわる力の育成.

リレーション形成と教室雰同気作りに関わる集団維

持権能.そして教え方の技量・実践能力に関わる目

標達成技能が挙げられる.

このような日本語教師を育成することを考える理

由は.日本語教室においてホ-リスティック・アプ

ローチによる日本語教育を実施するのに欠かせない

からである。縫部(2001)は, Miller(1988)が提唱し

たホ-リスティック教育理論に基づいて第二言語教

育理論を構築し.その一環として日本語教育理論を

位置づける試みを行っている。さらに.それを発展

させるために,ホ-リスティック・アプローチに関

する理論的・実証的な一連の研究(縫部(2003).鍾

部(2004),縫部(2005))を既に発表し,それを実現

するためにはホ-リスティック教師の育成をどうす

るか,学習者が求めるいい日本語教師は教室内で学

習者との相互作用をどう対応しているか,に関して

は縫部他(2006).渡部他(2∝)6)において探求した。

3.ホーリスティック・カリキュラムの構想

前項で報告したように:一日本語学習者が求める優

れたH本譜教師が備えるべき条件・資質は. (1)日

本語と日本文化などに関する広い専門的知識・技

舵. (2)指導経験と授業の実践能九(3)教室経営

の力量. (4)教職意乱(5)学習者への配息(6)

人間性に分けられた(1)は伝統的な日本語教員養

成カリキュラムが重視してきた教育内容である。

(2)・(3)・(4)は教師教育が強調した教育内容であ

る(5)・(6)は教師の成長カリキュラムにおいて

新たに取り入れられた教育内容である。こうして分

類してみれば. (1)は一人の日本語教師としての訓

練を, (2)・(3)・(4)は一人の教育者としての育成

を, (5)・(6)は一人の人間としての成長・発達を,

それぞれ目指したものであることが分かる。一番基

礎となるものは(5)・(6)であり.その上に(2)

(3)・(4)が位置づけられ,最後に日本語教師の育

成に固有の教育内容である(1)が据えられるとい

うピラミッド構成を描くことができる。

こうして,ホ-リスティック・カリキュラムは.

(5)・(6)を中心とする第1カリキュラム, (2)

(3)・(4)を中心とする第2カリキュラム,そして

(1)を中心とする第3カリキュラムから成り立つ。

ピラミッドの土台を形成する第1カリキュラムは

-42-



「自己と集団の学習」がテーマであり,これは自己

学習.異文化間対人関係形成の基礎学習,教室経営

の素養を獲得することが狙いである。その上に位置

づけられる第2カリキュラムは「教室経営と実践能

力の発達」が狙いであり,これは日本語使用と教室

指導技術の効果的使用を可能とする。一番上に据え

られる第3カリキュラムは「文化財の伝達」が特徴

であり.これは伝統的に重視してきたH本語・日本

文化に関する専門的知識・言語技能の習得である。

E]本譜教師の成長カリキュラムを構成する3つの

サブカリキュラムは.それぞれが有機的に関連付け

られてシステムとして権能しなければならない。し

たがって.第1カリキュラムが自己開示と人間関係

を特教とするのであれば.第2カリキュラムは自己

開示的言語活動や人間関係が向上するような手立て

が実際の指導面と学習集団?'くりにおいて取り組ま

なければならない。第3カリキュラムは.自己学

冒.集団学習.日本語学習を統合するような教育内

容(教材)の精選が必要であり,そのための教材の

開発を行わなければならない。

例えば,日本語文法の学習(-第3カリキュラ

ム)について.それが実際の場面における使える文

法九　あるいはコミュニケーションのための文法力

を身につけないといけない(-第3カリキュラム)0

さらに.そのような文法力を習得させるために効果

的な指導法を考案し,それを指導する実践的能力を

習得することが求められる(-第2カリキュラム)0

また,文法力の習得を通して自己開示し,社会的相

互作用を行い,自他の援助的関係を形成することを

目指した指導をする(-第1カリキュラム)0

このように,どのような教師を育てるかというこ

とはどのような日本語教育をしようとしているのか

とも関連していなければならない。逆に.どのよう

な日本語教育を創造しようとしているのかという問

題はどのような教師を育てるべきかという問題に還

元されるわけである。第二言語教育である日本語教

育は.本来,ビューマニスティックでホ-リス

ティックなものである。ビューマニスティックとい

う意味は,サイレントウェイが教えているように,

学習者は教える学習対象(教材)に従属してはいな

いという意味であり,ホ-リスティックとはアトミ

ズムに基づく教育紋である「伝達」とプラグマティ

ズムに立脚する「交泥」を超えたホ-リズムに準拠

する「変容」という教育観によって変革すること.

つまり新しい教育パラダイムに基づくべきだという

ことである(縫部2001)。

では,教師の成長カリキュラムの中で,第1カリ

キュラムの構想を練ることにする。カリキュラム・

デザインの第1段階は「目的」の設定.第2段階は

「内容」の構成.第3段階は「方法」の選定.第4段

階は「評価」の実施.ということになる。

3-1.日的

1人の人間としての自己の確立,自己覚醒.自己

受容,他者受容,他者との援助的関係形成を狙いと

する。これは.ホーリスティック教師における「学

習者への配慮」と「人間性」の育成・発達に関わ

る。これらを一言で表現すれば,ヒューマニズムと

いうことになる(詳細は, Stevick (1990)を参

照)0

3-2.内容

第1カリキュラムは6つの領域から成り立つ(伊

莱(1983,2001)を参照)。第1は「感覚」.第2は

「身体」,第3は「自己」.第4は「関係」.第5は

「想像」,第6は「感情」である。自己に対する気づ

きは自己の身体に対する気づきから始まる。身体と

心は結びついている。これに基づいて,自己を開

き.他者との関わりを体験する。このように.これ

らの6頚城が相互に関わりを持つようにすることで

ある。

3-3.方法

ホ-リスティック・アプローチで開発されている

エクササイズと呼ばれるコミュニケーション活動を

使用する(具体例は,縫部(1985):カステイロ

(2000) :手塚(2000)を参照)。教師と将来の教師

は,これらのエクササイズを集団の形態で体験学習

する。

3-4.評価

学習者評価として.自尊感情測定テスト　自己肯

定度テスト.教室内における満足監　言語不安測定

テスト, WT C (Willingness To Communicate),

言語運用能力を実施する。カリキュラム評価とし

て,カリキュラムの目的・内容・方法に対する評価

を行い,それぞれの構成要素の改善に取り組む。

4.人間学カリキュラムの六領域

ヒューマニズム(Stevick 1990)を主題とした日
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本譜教師のための人間学カリキュラムの具体的教育

内容を詳述する。

4-1.第-領域　感覚

第一領域の感覚覚醒(sensory awareness)は五感

を磨くことである。現代人は「首から上」の教育.

つまり認知額域に偏重した知識伝達と技能訓練に慣

れているために,感覚や感情の発達とその表出・表

現の訓練は十分受けておらず.触覚(具体性・直接

性・確かさ)よりも視覚(知性・判断・抽象的思

考)に頼ることが多くなっている。

視覚は,他の諸感覚から遊離した感覚であり,全

体を捉える感覚ではない。 「見る」という行為は見

るものと見られるものの対立を生み出し,見られる

ものは客観化・対象化されるので.見る対象に感情

移入することは許されない。つまり,自己と対象が

相互作用を通して新たな価値を形成することは期待

されないのである。人間関係の形成においても.人

間同志の関係も相互に見るものが見られるものをま

なざしによって物体化させ.支配しようということ

になる(伊東1983,2001 。

これに対して,触覚は対象に直接的な接触の感覚

であるので.触るものと触られるものとの対立を起

こさない。したがって.見るものと見られるものの

分断状態をなくすことができる。触覚においては,

主客を対立させる分断は起こらず,むしろ主客合一

の状態を作り上げる。一方,視覚は主と客の対立関

係を形成する。このように,人間は,見る場合と触

る場合では,同じものに対してまったく違った関係

を持つのである。

なお.これは第1カリキュラムの視点から述べた

ものであるが,それが第3カリキュラムにどのよう

に関連しているかを言及しておく。読解は視覚を用

いる学習活動であるので,読んだ内容と自己の価値

との結合は意識的に指導する必要が出てくる。オー

ラル・メソッドの提唱者であるH./<-マ-は,徳

解を第1次伝達経路にしているのに対して,読解は

第2次伝達経路にしている。筆者の解釈では,聴覚

が聴覚像を媒介とした直接的な感覚であるが.視覚

は客体祝した対象を自分の中に取り込んで直接的な

感覚に換えるのに2段階経ることになるからであ

る。視覚を用いた学習活動が効果的に行われるに

は,他の感覚との融合がなされることが望ましい。

さて,感覚覚醒は.自己の身体に対する気づき

(body awareness)から始めるのが通例である。感

党や感情は.まず身体で受け止められるので,感性

教育に入ってゆくために身体の解放とリラックスか

ら入るのがよい.感覚覚醒の演習は. 1)足感覚の

覚醒. (2)バランス. (3)歩行. (4)足裏の感覚.

(5)手の感覚などの範噂に分類される.自己を知る

ことの第一歩は自分の体のことを知ることである。

(1)足感覚の覚醒(Feet Sensing)

(手職) 「あなたの足をよく見てください。 --吹

に,両手で足(表側)をさすってください。 --見

ていたときj:触ってみたときとでは.違いがありま

すか。では,足の表側と裏側をそれぞれ押してくだ

さい。一一違いがありますか。」感じたことや発見

したことを話す.

足の指も調べてみる。 「足の指をゆっくり曲げて

ください。どの指が曲がりますか。どの指が曲がり

ませんか。」親指と小指の先の関節は曲がらない。

その他の指の関節は上に曲がる。他方,手の指の関

節は上には曲がらない。 「手の指は上に曲がりませ

んが,足の指は上に曲がります。なぜですか。」

(単語)足,辛,両.表.A,触る.調べる,感じ

る,発見する.関配　退化,親指,人差し指,中

描.薬指.小指,曲がる,気づく,叩く,押す

(2)バランス(Balancing)

(手順) 「立ってください。足をそろえてください。

日を閉じてください。」次のように指示する。 「ゆっ

くりと体重を前のほうにかけてください。一一ゆっ

くりともどしてください。 --・今度は,体重をゆっ

くりと後ろにかけてください。 --・もどしてくださ

い。 --前と後ろと,どちらが体重を支えやすいで

すか。」足の指が体重を支えてくれている。 '

「では,日を開けて,足をよく見てください。体

重をゆっくりと前にかけてください。足の指をよく

見てください。どうなっていますか。」第2・第

3 ・第4指の先の関節が,反対にまがる。このよう

にして足の指が体重を支えていることを知る。

(単語)そろえる.体重,前.後ろ,かける,支え

る.1反対

(3)歩行

(手順) 「ゆっくり歩いてください。前に4-5歩,

後ろに4-5歩歩いてください。何回かやってくだ

さい。歩くとき,足や手などはどのように動いてい

ますか。 ・・-・どんな感じがしますか。」 -歩一歩の

中に足の動き,微妙な指の動き.両手の異なる動

き,体全体のバランスを感じ取る。

歩き方について考えさせるO第1に.自分の体に
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合った自然な歩き方をする。第2に. 2拍子でリズ

ミカルに歩く。第3に.歩くということは,自然や

人に向かって行くことである。向かってゆく意欲・

気持ちが現れていることが大切である。

これはムーブメント教育で用いられるエクササイ

ズの1つである。体のリズムは二拍子が基本であ

り.二拍子を基本とした歩き方と日本語のリズムを

重ね合わせた音感教育ができる。第1カリキュラム

と第3カリキュラムの融合である。手でリズムを採

りながら.それに合わせて歩くと.日本語の拍の感

覚がつかめてくる。

(単語)動く,動き.動作,歩き九リズム.呼吸.

基本.拍子,場所,自然,向かう,気持ち

(4)足裏の感覚

「座りましょう。あぐらを組んでください。一一

左足首を右ももの上に置いてください。 ~土踏まずを

げんこつで軽くたたいてください。 -一次に,右足

首を左ももに置いてください。土踏まずをたたいて

ください。」

「では,右手の親指と人差し指で左足の指を一本

ずつつまんでマッサージをします。右足の指も同じ

ように行います。」

「次に.両手で左足の指と指の問を少し広げてく

ださい。右足も同じようにします。」

. 「では,右手と左足で握手をしてください。" *　*

今度は.左手と右足で握手をしてください。」手の

指を足の指の中に入れて.握手をする。こうして,

足の指と指の間の間隔を少しずつ広げてゆく。,

(単語)足首.腿,つまむ,広げる,握手.つまむ.

マッサージ

4-2.第二領域　身体

身体は.環境からの刺激を受ける感覚(第-読

城)であるとともに,それは本来環境に働きかける

もの(第二頚城)である。身体は本来動くものであ

り.身体の動きには本来的なリズムがある。そのリ

ズムにのって動いているのである。

人間の身体のリズムは基本的には二拍子である。

息を吸う・吐くのは二拍子である。次に. 4拍子に

合わせて呼吸する.ゆっくり1-2-3-4と教を教えな

がら,ゆっくり息を吸い込み,同様にしてゆっくり

息を吐く。

次に.人間のあらゆる動作の原型である「座る・

立つ・寝る・歩く」という基本姿勢をとる.自分の

身体の構造に合った動き方を採るようにする。その

ためには.カラダが自由に動くようにする。

自然な身体の動きをとるために,呼吸法,バロヅ

ク音楽,ファンタジーを利用してリラックスする。

「筋肉の鎧」が解けて,次第にリラックスしてく

る。では,ファンタジーの例を紹介する。

(手順) 「フロアに寝てください。日を閉じてくださ

い。想像してください。あなたの身体が少しずつ小

さ,くなってゆきますoJ 「では,日を開けてくださ

い。あなたの身体を小さくしてみてください。 ---

どんな感じがしますか。」 「目を閉じてください。想

像してください。今度は反対に少しずつゆっくりと

大きくなってください。あなたの身体に戻りまL

ai

目を開けてゆっくりと立ち上がる。自分の身体が

立ち上がりたいように立ち上がる。立ち上がった

ら,ゆっくりと,好きなように動く。

(単語)動かす,動く,だんだん,小さくなる,小

さくする.立ち上がる

4-3.第三領域　自己

自己概念は,自分が自己をどう見ているか(one's

opinion of oneself),自分をどのような人間だと思っ

ているか,ということである。この自己概念は肯定

的なもの,否定的なもの,中立的なものに分けられ

る。自己概念は,全て他者からのフィードバックに

よって後天的に学習される。否定的自己概念は,自

信を喪失させ.動機付けを減退させ.学習と成長に

対する欲求を減退することである。

C.ロージャズは.自分の行動を規定するのは自

己概念一日分が直接体験し知覚している私的な世界

一であると考えた。行動の変容とは自己概念が変わ

ることであり.それがパーソナリティーの変容であ

る。それは.自分が知覚している自己の構造のゲ

シュタルトが変化することを意味する。

自己概念は後天的に学習されるということは,そ

れは後天的に修正・改善されるということである。

学習者の自己概念を変えるためには.まず教師自ら

が自己概念をポジティブにすることが必要である。

(手順) 「フロアに寝てください.目を閉じてくださ

い。 --あなたはどのような人ですか。あるがまま

のあなたはどんな人ですか。自分の特徴や性格をよ

く表す単語を8つ(以内)あげてください。」 「その

単語はあなたの性格をよく表していますか。それら

は本当のあなたを表していますか。よく考えてくだ

am
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このエクササイズが終わると.紙を1枚ずつ渡

し,その紙を8枚に切らせる。その1枚1枚に.今

自分の性格を表すものとして考えついた単語を一つ

ずつ書かせる。これは誰にも見せないので.正直に

書かせる。

「その単語をもう一度読んでください。 --今度

は.この8枚の単語を好きな順に並べてください。

一番好きなものを一番上に,一番嫌いなものを一番

下に置いてください。これは洋服ダンスだと想像し

てください。 8個引き出しがあります。一番上の引

き出しを開けてください。その紙を取り出して.そ

の単語をしばらく見てください。 --その紙は.洋

服ダンスから取り出された洋服だと考えてくださ

い。それを想像の中で着てみてください。どう感じ

ますか。」

(単語)特配　性格.洋服ダンス,洋服

4-4.第四領域　関係

言語や文化や宗教などの違いが原因となって,異

文化間対人関係の問題が発生してくることがある。

それを避けるためには, 「他者の態度の獲得」 (八島

2∞4: 3).すなわち.相手の態度や相手が自分に期

待することを把握しておくことが必要である。その

場合.同じ文化圏に属するもの同士と異文化を背

負っている人たちとではその期待の中身が異なる。

前者は「一般的な(共有された)」他者の態度の獲得

であり.後者は「特定の文化圏の」他者の態度の獲

得と呼ばれる。前者の上に後者が獲得されるという

意味において,これは第二文化習得と呼んでもよい。

特定の文化圏の態度は異文化間インターアクショ

ンにおいて獲得されるものである。インターアク

ションは特定の文化圏の態度獲得のための手段とな

るとともに,異文化間での行動の取り方そのもので

もある。つまり,インターアクションは,学習の媒

介であると共に.学習の対象でもある(Firth and

Wagner (1997), Hall and Walsh (2002)を参照)0

インターアクションを行う力量の形成が必要である

とともに.インターアクションでコミュニケーショ

ン行動を成功させることも必要である。

では,インターアクションの力量形成のための効

果的なエクササイズを紹介する。それらは,自己紹

介,出会い.人と向き合う(コンフランテ-ショ

ン).信頼関係.人との関わり,コトバの基礎実習.

コミュニケーション.対決などの下位範噂に分けら

れる。

(1)他者との関わり

-　自己開示のためには.自由で安全な雰囲気が必要

である。その雰Pll気の基本は他者との援助的関係で

ある。他者と関わる力の基本を自然に,楽しく身に

つけるエクササイズを紹介する。

①指ずもう・脱すもう・押しくら

(手職) 「ペアになってください。指すもうをしま

す。」 「次に.腕ずもうをします。」 「向き合って立っ

てください。手で軽く相手を押してください。動い

-た方が負けです。 ・-・・パートナーを替えてくださ

3H

(単語)並ぶ,向かい合う.指ずもう,横ばい.脱

ずもう.触れる

②瞬間接着剤

(手噸) 「ペアになってください。二人は同じ方向を

向きます。横に並びます。二人のひじが瞬間接着剤

でくっつきます。いっしょに,そのまま歩いたり.

立ったjD.ころげたりします。」 「次に,ひざとひざ

がくっつきます。」 「今度は,肩と肩がくっつきま

す。」 「最後は,頭と頭がくっつきます。」身体の一

部がくっついて柾れないと想像して,お互い好きな

ように動_き回る。

(単語)くっつく.離れる.ころげる.膝.宿,戻

③人間のトンネル

(手順)自分と人の体や教室の壁や.そこにあるも

のを使ってトシネルを作る。 「半分の人がトンネル

を作ります。何人かの人とトンネルを作ってくださ

い。好きなトンネルを作ってください。残りの人は

そのトンネルを通ります。」 「一人ずつトンネルをく

ぐってください。くぐり終えたら.すぐに何人かの

人とトンネルを作ってください。」

(単語)トンネル,順番,くぐる

(2)コトバの基礎実習

対話は.自他の間で言語あるいは非言語を使って

相互作用を行うことです。対話においては,自分の

中に起こっている感情の変化に気づき.その微妙な

内的変化に応答(response)しなければならない。

この応答(response)する能力(ability)のことを

責任(response-ability)という。そのための基礎

訓練を紹介する。

①繰り返し・おうむがえし(repetition)

(手順) 「ペアを作ってください。 --向かい合って

座ってください。」 「あなたについて相手に話してく

ださい。 「今ここで」どう感じているか.今何を心

配しているか.困っているか,あなたはどんな人間
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か.などについて話してください。」 「相手が話した

日本語をそのまま繰り返してください。」

(例) SI :私は今悩んでいます。

S2 :あなたは今悩んでいるんですね。

話すときは「私は今」を必ず使い,相手が放り遺

すときには「あなたは今」を必ず入れるようにす

る。自分の気持ちを伝え.人の気持ちをきく練習を

する。このようなやりとりを何回か行う内に.人の

言うことを注意深く開いたり.気持ちを集中して聞

いたりできるようになる。

②言い換え(rephrasing)

(手頗) 「ペアを作ってください。向かい合って座っ

てくださいoJ 「今のあなたの気持ちを話してくださ

い。 「私は今～」という文を使ってください。相手

は.その人が使った日本語を使ってはいけません。

他の文を使って,その人の気持ちを伝えてくださ

3H

③確認して話す(echoing)

(手脱) 「4人グループを作ってください。グループ

で話しあいます。」 「あなたが話すときは.まず前の

人の話を要約してください。その後で,それでよい

かどうかを確認してください。それから.あなたは

言いたいことを話してください。」こうすれば.人

の発言をよく聞くようになり.話し合いもスムーズ

MEM

④内省して話す(reflection)

(手脹) 「4人グループを作ってください。グループ

で話し合います。今度は,話す人は,前の人の話を

要約し,さらにその人はどんな気持ちだったか(ど

んな気持ちで話していたか)を付け加えます。それ

をその人に確認してください。それから.あなたは

話したいことを言って下さい。」

4-5.第五領域　想像・空想

想像・空想する力はかなり貧弱になっている。想

像・空想は情意面を重視した日本語指導においてよ

く使われる。さらに.想像力の欠如は人の痛みが分

からない心の貧困を生み,またイメージカを低下さ

せてしまう。以下で.想像力を豊かにするエクササ

イズを紹介する。

①なってみる(Being)

(手願)広い空間で行う。教室が狭くて人数が多い

ときは.表現するグループと観察するグループに分

けて行う。バラバラに立つ。教師は「次のものに

なってください」と指示する。一例を挙げる。

「あなたは木の葉です。ひらひらと落ちます。」

「あなたは紙です。風に吹かれて飛んでいきます。」

「あなたは手品師です。手品をしています。」

「あなたは花です。人に踏まれました.」

②20年後の私

(手順) 「日を閉じてください。 -・・-リラックスしま

しょう。」ヨガの「屍のポーズ(DeadBody)」を取

らせたり,呼吸法を使って呼吸を整える。しばらく

して, 「20年後です。あなたは何をしていますか。

どこに住んでいますか。だれといますか。何を持っ

ていますか。」と自分の人生を想像させ,将来の自

分を描かせる。

4-6.第六領域　表現

表現という領域は「表出」と「伝達」に分けられ

る。表出とは.内にあるものを外に押し出す,慕

す,抑圧されているものを解放する,自由にする,

ことである。伝達は,それによって他者に何かを伝

える意図を持っているものである。前者は内層開発

といって.自己の現実に対する意識化のことであ

る。それを目標言語で他者に伝えて.ある日的を

持って他者を動かそうとすることが伝達となる。

そこ　には,伝達する意欲(Willingnessto

Communicate. WTC)が必要であり,伝達する内

容を持っており.伝達する手段を備えていることが

必要である。自他の間の相互作用を通して.伝達が

可能となるので.お互いが相手の,異なる文化圏の

人たちの行動規範(他者の態度)を心得ておくこと

も求められる。

この領域のメイン・テーマは,閉ざされて見えな

くなっていたものや抑圧されていたものを開いて示

したり.できなかったことができるようになった

り,否定的なものが肯定的なものに変わったりする

ことである。

①空間に描く(書く)

(手職) 「床に座ってください。 ・.-・・Hを閉じてくだ

さい。リラックスしましょう。」 「これから.想像を

楽しみましょう。想像の中で,あなたは書きたいも

のを書くことができます。数字でも,文字でも.袷

でもなんでもいいです。」自分が書きたいものを次

のように書かせる。但し.実際に書くのではなく,

想像の中で書かせる。

(例) 「紙切れにベンで書く。」 「黒板に大きな筆で書

く。」 「木に彫りこむように書く。」 「窓ガラスに書

〈O」
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ファンタジーに慣れていない人には任しいかもし

れないが.何でもいいから書くように励ます。自分

を開くことが狙いである。

⑧空に描く

(手噺) 「あなたは何が書きたいですか。それを片足

で描いてください。」 「次に.それを両足で描いてく

ださい。」措くものを丸.三角,四角.直線,曲線

などを指定してもいい。

(卦体で描く

(手順) 「ベアを作ってください。 =-・向かい合って

立ってください。」 「1人がH本譜(単語)を言いま

す。相手は,その内容を体で表してください。後で

交代します。」

(例)高い,大きい,重い,広い.開く.まける,

軽い,せまい,低い,閉じる

5.結　語

本論では.人間学カリキュラム(第1カリキュラ′

ム)の具体的な教育内容を提示し.日本語教師は一

人の人間としての成長・発達から始めなければなら

ないと主張した。第1カリキュラムに基づいて第2

カリキュラムの中味を創造し,最後にそれらと整合

性をとるように伝統的に重視してきた第3カリキュ

ラムを再編成することが必要であるQ教師の成長カ

リキュラム全体は1つのシステムとして権能しなけ

ればならない。

第1カリキュラムから,どのような教師を育てよ

うとしているのか,どのような日本語教育を創造し

ようとしているのか,という展望が明確に.具体的

に見えてくる。学習者が求めるいい日本語教師と

は, 「専門性」 「指導経験・資格」 「人間性」 「コース

運営」 「実践能力」という5つのキーワードで表さ

れる。これらの中で「人間性」が第1カリキュラム

と直接関わってくる教育内容であるが,それは自己

開示・自己受容・他者受容・自他の関係という言葉

で代表される。教師である前に1人の人間として,

学習者である人間に対するケアリングとシェアリン

グの基礎的素養を身につけなければならないという

ことである(縫部2006a :縫部2006b)。

教師は学習者を育て,メタ教師は将来の教師を育

てようとするならば,教師もメタ教師もまず自分自

身が学び,成長し.変容してゆくことが必要である

(手塚2000:35 。成長するとは.マインドフルネス,

すなわち,今心の中で何が起こっているか,その日

己の現実に目覚めること.と言い換えることが出来

るが.それは他者とのかかわりの中で育つものであ

り.その意味において自他の問のインターアクショ

ンを行う力(人と関わる力)が第1カリキュラムの

決め手である。

次に.どのような教師を育てるかは.どのような

日本語教育を行うのかにも関わってくる。日本語教

育において,マインドフルネス.自己開示.自己受

容.他者との関わり.人間関鼠　他者受容という情

意的-社会的変数に関わる要因が, El本語の学習

(認知領域)と有権的に関わり.繋がっていること

を明示しなければならない。要するに.日本語を学

ぶことを通して,日本語を知り.日本語が使えるよ

うになるとともに.自己を知り(情意頚城),他者

を理解し(相互作用頚城),自他の関係を形成する

(相互作用頚城)ことと結びつかなければならな

い。それを本論では,ホ-リスティック・アプロー

チと呼んでいるのであるが.アプローチは教授法と

いう意味ではなく,ホ-リスティックに日卑語に接

近するという考え方や行き方のことをいう(詳細

は, Miller (1988) :縫部(2001) ;縫部(2003) :

縫部(2005) :縫部(2006a)を参照)。その下位範

噂の1つに位置づけられる合流的アプローチ

(Confluent Approach)は1960年代に出現し. 1970

年代以来注目を集めている外国語教育理論である

が,日本語教育に対しても注目すべき方法論を提供

してくれている(詳細は,縫部(1991)を参照)。
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